
笑顔あふれる東山中 

★教育目標★ 

１ 心身を鍛え 実践する生徒      =  つよく  = 
                                                                Be Strong 

２ 自ら進んで 学びとる生徒      = かしこく = 
                                                                Be Smart 

３ 豊かな心をもち 協力する生徒   =あたたかく= 
                                                                Be Kind 

 学校だより6月号（第３号） 

 

 

 

 

 

「考えること」を考える！  学校図書館の日に因んで 

校長 西田 友幸 

 

 先月３０日に「PASSION～譲れない勝者の景色～」のスローガンのもと、第６９回運動会を挙行しまし

た。本年度も運動会実行委員を中心に限られた練習時間を有意義に使って、期待通りの運動会を創り上げて

くれました。参観者の皆様からは「山中魂を感じ取りました」などとお

褒めの言葉を多数頂戴しました。校長として、全校生徒一人一人の頑張

りに敬意を表するとともに東山中学校の誇りを継承してくれたことに感

謝します。特に３年生は、修学旅行後すぐの運動会にもかかわらず、し

っかりと切り替えて最高学年としての風格で、１，２年生をリードして

くれました。ありがとう。 

 さて、「学校図書館の日」を知っていますか。学校図書館の日は、平

成9年6月11日に「学校図書館法の一部を改正する法律」が公布・施行され12学級以上の全ての学校に司書

教諭の配置が義務化されたことを記念して社団法人全国学校図書館協議会が制定したものです。今回は、本

の紹介を兼ねて「考えること」について考えてみたいと思います。 

 「考えることはどういうことか ０歳から１００歳までの哲学入門」梶谷真司著 という哲学対話の入門

書があります。哲学対話とは、グループで輪になって共に問い、考え、語り合う活動のことです。本校の教

育活動でも、対話的な活動を取り入れた授業を多くの教科で実施しています。 

 この本の中で、「世の中では通常『分かる』のが目標であり、質問がないのが理想の状態とされている。」

という記述があります。確かに、授業で何か質問がある人と先生が問いかけても、手を挙げて質問する生徒 

はほとんどいません。裏返してよく考えれば、質問が出ないように丁寧に教えていると言う解釈もできます。

反面、学校では、考えることや問いをもつことの大事さも教えています。だから、教える側は、生徒が本 

当に考えることや問いをもつことを行える状況を作る努力をすべきだし、学ぶ側も疑問を持って積極的に質 

問し、学びとろうとする態度が大切になります。 

また、この本では学校でいじめをテーマに哲学対話を行った際のエピソードが紹介されています。一部分抜

粋して紹介します。 

 生徒から出された「人がいじめられているのを見るとなぜ笑うのか」という問いについて話し合う中で、

皆周りに合わせて笑っていただけで面白いとは思っていなかったことが浮かび上がった。その後、いじめを

見ても生徒らは笑わなくなっていじめが消えていったという話である。このような哲学的対話によって、人

々の振るまいが変わっていったという。「私たちは、自ら考えて決めたときにだけ、自分のしたことに責任

をとることができるのである」 

 自分の行動を振り返り、改善するために行動を変える必要があっても、人に言われてやらされても、あま 

（裏へ続く） 
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り効果が出ないことは経験からも分かります。自ら考えて納得しなければ、行動変化は起きないのです。つ

まり、内省（メタ認知）するということです。毎週末に設定しているsmart timeは、まさにこのことをねら

いとしています。また、内省を促すには人との対話が大きな役割を果たしますが、人と対話するだけでなく

他の生徒の計画を参照することも自分と対話する方法の一つといえます。smart time活用してください。 

 さて、やや堅い話になってしまいました。ところで、本校の図書室は自習室として毎日開放しています。

現状を打破しようとしているあなた、kind timeを活用して図書室を利用してみるのも成長のきっかけにな

るかもしれませんよ。 

 

 

  

５月２３日に烏森小学校で運動会があり、本校から卒業生を中心に１３名の１年生徒がボランティアとし

て運動会のお手伝いに行きました。当日は気温も低く、過ごしやすい中での活動となりました。ボランティ

アでは小学１年生のお世話や採点、審判の補助業務を行いました。小学生に成長した中学生の姿が見せられ

たと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

５月３０日に令和８年度運動会が開催されました。今年度のスローガンは『PASSION ～譲れない勝

者の景色～』です。今年度の運動会は各学年４クラスあるため、久方ぶりに色別競技を行うことができま

した。今回の目玉である「色別対抗リレー」は黄色組が１位と 

いう結果でした。最終結果は色別対抗リレーで１位を収めた黄 

色組が総合優勝を飾りました。また、各学年の優勝クラスは 

１年C組、２年B組、３年C組という結果となりました。およ 

そ３週間の練習期間で、全クラスが全力で練習に取り組み、時 

にはクラス内で揉めながらも当日は素晴らしい姿を見せてくれ 

ました。１，２年生は上級生の姿を見て、来年度以降へのやる 

気が高まった様子でした。３年生は今年度が最後の運動会とな 

りましたが、悔いのない戦いができたでしょうか。東山中学校の 

運動会での経験を生かして、これからの学校生活を頑張ってほし 

いです。笑いあり、涙ありの運動会となり大きな盛り上がりを見 

せました。来年度は今回の運動会を超える内容に期待したいです。 

 

保護者のみなさまへ 

  生徒の熱中症対策として、生徒席で使用するテントをPTAより寄贈いただ

きました。誠にありがとうございました。 

令和８年度 第６９回 運動会 

烏森小学校運動会ボランティア 


